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世 帯 数 

男 性 １５５名 （ 増減０） 

１６４ 
（１名減） 

女 性 １３７名 （ １名減） 

合 計 ２９２名 （ １名減） 

  運航日数（前年数値） 就航率（前年数値） 

客 船 １３日  （ １０日） ２９％ （ ３０％） 

貨 物 船 ４日 （  ４日） １００％ （ ８０％） 

ヘリコミ 日 （ ３１日） ％ （１００％） 

  来島者数（前年数値） 離島者数（前年数値） 

客 船 ３２名 (  ６７名) ６９名 (  ８９名) 

ヘリコミ ３０４名 ( ２７１名) ３８１名 ( ３８６名) 

◆◆◆ １月号 目次 ◆◆◆  

御蔵島News １ｐ 

各種お知らせ ２ｐ 

新年のご挨拶 ３ｐ 

島民カレンダー 別紙 

広 報 
第３９０号 令和５年 １月 

みくら 

◆１２月の気象データ（前年数値） 

◆１２月の来島者数・離島者数 ◆１２月の運航日数・就航率 ※客船２回/日 

◆世帯と人口（前月比）令和５年 １月１日現在 

気 

温 

平均 １３．２℃  

雨 

量 

１０分 

最 大 
４．５mm （１３．７℃） （ ６．５mm）  

最高 １９．８℃  
時 間 

最 大 
１３．５mm （２１．９℃） （ １２．０mm）  

最低 ６．０℃  総雨量 １３８．０mm （ ６．０℃） （１２５．５mm）  

湿 

度 
平均 ６８．４％ 

風 

速 

平 均 ４．０m/s 
（６５．６％） 

（  ４．０m/s）  

最 高 ２８．０m/s （ ２７．６m/s）  

２０２３年 元日 

http://www.mikurasima.jp/
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                              ＜１＞ 

■胃がん検診を実施します。 

 令和５年１月２４日（火）～２６日（木）  

 ・今年度末時点で３５歳以上の住民の方 

     ※胃カメラでの検診となります 

総務課民生係 ０４９９４－８ー２１２１ 

専門診療・保健師・理学療法士来島日 

●保健師来島日程    

   １月１６日（月）～１８日（水） 

   (青木保健師・幡野保健師）  

    

   ２月１３日（月）～１５日（水） 

   (関山保健師・笹井保健師) 

  

 【お問合せ】 

  ０４９９４－８－２１２１(総務課民生係) 

 ●歯科（要予約） 

   １月１４日（土）～１８日（水） 

   （矢吹歯科医師） 

   ２月 ４日（土）～ ８日（水） 

   （高原歯科医師） 

 

 ●理学療法士（要予約） 

   ２月１４日（火）～１６日（木） 

  

【予約・お問合せ】 

  ０４９９４－８－２２０６(御蔵島診療所) 

令和４年 第４回定例村議会を開催しました 

 高校生等に係る医療費を助成します 

               （令和５年４月～） 

■高等学校の就学期（１５歳の４月１日から１８歳

の３月３１日）にある方の医療費が対象です。 

高校在学中か否かを問いません。 

■医療証の申請は、高校生等のお住いの市町村とな

ります。  

【制度に関するお問合せ】       

    総務課民生係 ０４９９４－８－２１２１ 

 令和４年第４回御蔵島村議会定例会が１２月１６日に開催されました。 

令和４年度補正予算                    （単位：千円）  

胃がん検診のお知らせ 

高校生等医療費助成制度について 

芝税務署・確定申告出張相談 

企画財政係 ０４９９４－８－２１２１ 

芝税務署による令和４年分所得税の確定申告出張

相談を実施しますので、この機会をご利用くださ

い。 

■日時 令和５年２月１日（水）１５時～１７時 

        ２月２日（木） ９時～１２時 

               １３時～１６時 

■場所 村役場２階会議室 

＜持ち物＞  

①前年度分の確定申告書等の控。 

➁源泉徴収票、国民年金保険料の支払いを証する

書類、国民健康保険料・介護保険料の支払金額の

分かる書類、生命保険料控除証明書、地震保険料

控除証明書、その他控除を計算できるもの。 

③マイナンバーおよび本人確認書類の写し。 

④印鑑、計算器具、通帳、筆記用具、その他申告

に必要な資料など。 

                           

会計 補正前 補正額 補正後 

一般会計（第４回） 1,624,400 18,293 1,642,693 

国民健康保険事業特別会計（第２回） 95,198 0 95,198 

※【承認された専決処分】、 

【可決された議案】等に 

つきましては「議会だより」

をご確認ください。 
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・青ヶ島と御蔵島臨時・チャーター便同時間枠での同時実施不可 

・御蔵ー三宅島 833 - 834便 10月20日～1月20日 / 八丈島ー御蔵島 823– 824便 11月10日～12月31日   

 の間実施不可（日没により） 

にせ税理士にご注意ください 最低工賃改正のお知らせ 

 令和４年１２月２４日から、東京都内において

電気機械器具製造業務に従事する家内労働者及び

その委託者に適用される最低工賃が改正されまし

た。 

【お問合せ】 

東京労働局労働基準部賃金課 

家内労働係  

０３－３５１２－１６１４        

823-824便 833-834便 

八丈島 発 15：30 八丈島 発 15：30 

御蔵島 着 15：55 御蔵島 着 15：55 

御蔵島 発 16：00 御蔵島 発 16：00 

八丈島 着   16：25 三宅島 着   16：10 

 三宅島 発 16：15 

 御蔵島 着   16：25 

 御蔵島 発 16：30 

 八丈島 着   16：55 

東京愛らんどシャトル 臨時・チャーター枠 発着時刻について 

821-822便 831-832便 

八丈島 発 08：40 八丈島 発 08：25 

御蔵島 着 09：05 御蔵島 着 08：50 

御蔵島 発 09：10 御蔵島 発 08：55 

八丈島 着   09：35 三宅島 着   09：05 

三宅島 発 09：10 

御蔵島 着   09：20 

御蔵島 発 09：25 

八丈島 着   09：50 

811-812便 

八丈島 発 08：50 

青ヶ島 着 09：10 

青ヶ島 発 09：15 

八丈島 着 09：35 

813-814便 

八丈島 発 15：30 

青ヶ島 着 15：50 

青ヶ島 発 15：55 

八丈島 着 16：15 

税理士資格の無い者が税務相談、税務書類の作

成、税務代理をすることは法律で禁じられている

だけでなく、依頼者が損害を被るおそれがありま

す。 

税理士は税理士バッジを着用しています。 

東京税理士会 

http://www.tokyozeirishikai.or.jp   

 確定申告はお早めに。       

今月の表紙写真 

カラーの写真は役場のHPでご覧いただけます。 

 ２０２３年元日 

あけましておめでとうございます。        

今年も御蔵らしい時化で元日を迎えました。お天気は

よかったので、雲から昇る初日の出を見た人も多かっ

たのではないでしょうか。夕日の方は一度雲の中に隠

れたもののその後しっかりと海へ沈んで行きました。

２０２３年は明るい話題の多い１年になるといいです

ね。 

昨年１２月にはイベントがいくつかあり、１２日から

は新型ヘリが導入、１７日には３年ぶりの音楽会が開

催されました。徐々に日常が戻りつつあるのを感じら

れるようになりました。 

                            ＜２＞ 
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 ＜３＞ 

あ
け
ま
し
て 

 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 

村
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
健
勝
に
て
清
々
し
い
初
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世

界
規
模
で
拡
大
し
始
め
て
か
ら
３
年
余

り
が
経
過
し
ま
し
た
。
当
村
に
お
い
て

は
昨
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
、

 ５０ 

名
以
上
の
感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同

時
流
行
が
予
想
さ
れ
る
中
、
東
京
都
に

お
い
て
は
感
染
が
再
拡
大
し
て
い
ま

す
。
当
村
で
は
昨
年

 １２ 

月
よ
り
５
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
国
の
方
針
に
基
づ
き
東
京

都
や
他
町
村
等
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

速
や
か
に
接
種
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
は

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
改
め
て

基
本
的
な
感
染
予
防
の
徹
底
に
よ
り
地

域
一
丸
で
コ
ロ
ナ
禍
に
立
ち
向
か
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

  

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
端
を

発
し
た
資
源
価
格
の
高
騰
な
ど
の
影
響

が
重
な
り
食
料
品
や
燃
料
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
物
価
高
騰
と
い
う
か
た
ち

で
住
民
の
み
な
さ
ま
の
家
計
を
圧
迫
す

る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
村
は
緊
急

支
援
の
独
自
策
と
し
て
全
住
民
に
対
し

商
品
券
交
付
事
業
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
地
域
の
消
費
需
要
の
喚
起
・
創

出
に
つ
な
が
る
事
業
展
開
に
取
り
組
み

ま
す
。 

  

昨
年
も
全
国
各
地
で
大
雨
、
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
当

村
に
お
い
て
は
大
き
な
被
害
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
自
然
災
害
は
い
つ
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
来
る
べ
き
自
然

災
害
に
備
え
土
砂
災
害
か
ら
地
域
の
安

全
を
確
保
す
べ
く
砂
防
施
設
等
の
整
備

と
実
効
性
の
あ
る
警
戒
体
制
の
構
築
を

早
急
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
近
年
、
激
甚
化
し
て
い
る

自
然
災
害
に
よ
り
停
電
・
通
信
障
害
等

が
起
き
な
い
よ
う
東
京
都
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
「
電
柱
の
な
い
島
の
実
現
」

に
向
け
無
電
柱
化
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
強

靭
化
、
携
帯
電
話
不
感
地
域
解
消
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
老
朽
化
し
て
い

る
公
共
施
設
の
耐
震
化
促
進
、
見
直
し

に
つ
い
て
は
防
災
の
観
点
の
み
な
ら
ず

現
在
策
定
中
の
公
共
施
設
総
合
管
理
計

画
を
踏
ま
え
長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て

公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し

ま
す
。 

 

東
京
都
と
連
携
し
推
進
し
て
い
る
森

林
病
害
虫
防
除
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
ナ
ラ
枯
れ
な
ど
の
拡
大
に
よ
る
森

林
が
有
す
る
防
災
機
能
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
ま
た
地
球
温
暖
化
に
よ
る

生
態
系
の
破
壊
が
進
む
こ
と
に
よ
る
災

害
発
生
の
お
そ
れ
も
看
過
で
き
ま
せ

ん
。
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
べ

く
太
陽
光
、
水
力
な
ど
地
域
に
あ
っ
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い

て
現
在
着
手
し
て
い
る
調
査
を
踏
ま

え
、
東
京
都
お
よ
び
関
係
機
関
等
と
の

連
携
の
下
、
環
境
・
防
災
の
複
合
的
観

点
で
事
業
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。 

 
 

 

大
手
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
調
査
に
よ
る

と
昨
年
の
国
内
出
生
者
数
は
調
査
開
始

以
来
、
初
め
て

 ８０ 

万
人
を
下
回
り
、

少
子
高
齢
化
に
拍
車
が
か
か
り
地
域
振

興
の
担
い
手
で
あ
る
人
材
の
確
保
が
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
昨
年
「
第
２
期
御
蔵
島
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
、
多
様
な
人
材
の
活
躍
を
促
進
す

る
と
と
も
に
新
し
い
時
代
の
流
れ
を
力

に
す
べ
く
島
の
担
い
手
の
育
成
と
関
係

人
口
の
創
出
に
よ
り
生
涯
活
躍
の
島
を

つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
人

材
の
確
保
に
あ
た
り
前
提
と
な
る
住
宅

整
備
に
つ
い
て
は
、
整
備
を
進
め
て
い

る
も
の
の
、
未
だ
慢
性
的
な
住
宅
不
足

の
解
消
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
「
た

り
ぼ
う
・
森
山
ヶ
下
地
区
」
の
住
宅
整

備
を
加
速
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

 
 

 

海
上
交
通
は
、
住
民
の
日
常
生
活
、

観
光
産
業
、
地
域
特
産
品
の
流
通
な
ど

基
幹
的
航
路
で
あ
り
、
「
島
民
生
活
の

生
命
線
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
冬
季
の
就
航
率
が

著
し
く
低
下
す
る
現
実
を
見
据
え
、
就

航
率
向
上
の
た
め
海
況
に
左
右
さ
れ
な

い
港
湾
整
備
を
着
実
に
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
特
に
東
側
新
桟
橋
の
早

期
完
成
に
向
け
、
国
、
東
京
都
と
緊
密

な
調
整
を
と
り
な
が
ら
す
み
や
か
な
事

業
進
捗
を
促
進
し
ま
す
。 

 

政
策
的
財
源
の
確
保
が
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
本
村
の
行
財
政

事
情
の
下
で
十
分
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、

基
金
や
補
助
金
・
交
付
金
に
つ
い
て
は

将
来
の
リ
ス
ク
の
軽
減
策
に
鑑
み
慎
重

な
運
用
を
図
る
こ
と
で
、
島
の
時
代
を

切
り
開
い
た
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

も
っ
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
め
ざ
す
と
と
も
に

島
に
躍
動
感
を
与
え
て
く
れ
る
多
く
の

子
ど
も
た
ち
の
声
に
満
ち
溢
れ
る
よ
う

な
環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
後
の
新
た
な
日
常
の
中
、
社

会
情
勢
や
行
政
環
境
の
変
化
を
見
き
わ

め
つ
つ
、
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
み
ど
り
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、

す
べ
て
の
人
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
！
と

思
え
る
御
蔵
島
」
の
実
現
に
向
け
、
み

な
さ
ま
と
と
も
に
考
え
同
じ
目
線
に
立

ち
な
が
ら
、
山
積
す
る
課
題
に
対
し
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
み

な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
夢
と
希
望
、

そ
し
て
幸
せ
に
満
ち
た
幸
福
な
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

御
蔵
島
村
長 

広
瀬 

久
雄 
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日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ ４ 
 

５ 
 

６ 
小寒 

７ 
 

８ 
 

９ 
成人の日 

１０ １１ 
 

１２ １３ １４ 
歯科（～18） 

１５ １６ 
保健師（～18） 

１７ １８ 
 

１９ ２０ 
大寒 

２１ 

２２ ２３ ２４ 
胃がん検診 (~26) 

 

２５ ２６ 
 

２７ ２８ 

２９ ３０ ３１     

日 月 火 水 木 金 土 

   １ ２ ３ ４ 
立春 

歯科診療（～８） 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 
建国記念の日 

１２ １３ 
保健師（～１５） 

１４ 
理学療法士(～16) 

１５ １６ １７ １８ 

１９ 
雨水 

２０ ２１ ２２ ２３ 
天皇誕生日 

２４ ２５ 

２６ ２７ ２８     

 可 … 可燃ごみ 不 … 不燃ごみ 空 … 空き缶 

 

可 

可 可 

可 

可 

可 空 

可 

空 

可 

不 

可 

可 可 

可 

可 

可 

可 

可 

可 

空 

空 

不 

可 

可 可 

可 

可 

 可 … 可燃ごみ 不 … 不燃ごみ 空 … 空き缶 

可 不 
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～今日は何の日？  今月の行事とその概要を掲載します～ 

■ゴミ収集日 

月曜日 毎 週 可燃ゴミ 

火曜日 
第１火・第３火 不燃ゴミ 

第２火・第４火 空き缶 

水曜日 毎 週 可燃ゴミ 

木曜日 収集はありません 

金曜日 毎 週 可燃ゴミ 

■し尿処理作業日 

収集の要望がありましたら、随時対応します 

■えびね公園開園スケジュール 

期間 開園日 閉園日 

４月～５月 月・火・水・金・土・日  木  

６月～１０月 水・金・土・日  月・火・木  

１１月～３月 水・金・日  月・火・木・土  

今月の和風月名 

   睦月 （むつき） 

親類知人が互いに往来し仲睦まじくする月ということから「睦び月（むつびつ

き）」が転じたというのが有力。一年の元になる月「元月（もとつき）」や、稲の

実を発芽させるため水に浸す月「実月（むつき）」などの説もあります。 

◆１月 ６日   小寒（しょうかん）  

新年を迎えて本格的な寒さが訪れる季節。小寒に入ることを「寒の入り」、節分までを「寒の内」とい

います。池や川の氷も厚さを増し、寒さが身にしみる頃になります。 

 

◆１月 ９日   成人の日 

「おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を祝い、励ます」ことを趣旨としてい

ます。１９９９年までは１月１５日でしたが、「ハッピーマンデー制度」の導入で２０００年より１月

の第２月曜日となりました。 

もともと１月１５日としたのは、この日が「小正月」であり奈良時代以降成人を示すものとして行われ

る儀式「元服の儀」が小正月に行われていたことによると言われています。 

 

◆１月２０日   大寒（だいかん）  

１年で最も寒さの厳しい季節。水辺の氷も厚く張りつめる頃で、全国では最低気温が観測される時季。 

 

◆１月２０日～２５日  忌の日の明神巡行（きのひのみょうじんじゅんこう） 

この期間、赤い衣をまとい鉄の下駄をはいた恐ろしい形相の明神様が島内を巡行するとされています。

明神様は２４日の晩に集落へやって来るので、各家ではアブラゲ（もち米を粉にひいてその後成型した

おもちを椿油で揚げたもの）をお供えします。明神様は２５日の朝に赤い帆を張った船で神津島に向け

て出航すると言われ、この日の朝は海を見てはいけないとされています。またこの期間は島の西側（林

道側）には行きません。 

 


